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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月10日(2013.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ通信システムにおいて複数のアンテナを用いてデータを送信する方法であって、
　データ及び第１のパイロットを生成するステップと、
　周波数領域で前記生成されたデータの位置に対応する前記周波数領域内の第１の位置及
び毎データ送信区間内の時間領域内の第１の位置で前記第１のパイロットを送信するステ
ップと、
　第２のパイロットを生成するステップと、
　送信器と受信器間で予め約束された送信区間内で、前記時間領域内の予め決定された第
２の位置及び前記周波数領域内の予め決定された第２の位置で前記第２のパイロットを送
信するステップと、を含むことを特徴とする送信方法。
【請求項２】
　前記データは、ユーザーデータまたは制御データであることを特徴とする請求項１に記
載の送信方法。
【請求項３】
　前記第１のパイロットは、前記データの復調のために使用されることを特徴とする請求
項１に記載の送信方法。
【請求項４】
　前記第２のパイロットは、チャネル品質の測定のために使用されることを特徴とする請
求項１に記載の送信方法。
【請求項５】
　前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットが同じ送信区間で送信されるとき、前
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記第１のパイロット及び前記第２のパイロットは時間分割多重化（Time Division Multip
lexing：ＴＤＭ）で多重化されることを特徴とする請求項１に記載の送信方法。
【請求項６】
　前記第２のパイロットは、前記第１のパイロットと時間分割多重化（ＴＤＭ）、周波数
分割多重化（ＦＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）で多重化されるか、または前記
ＴＤＭ、ＦＤＭ、及びＣＤＭのうち少なくとも二つの組み合わせで多重化されることを特
徴とする請求項１に記載の送信方法。
【請求項７】
　前記第２のパイロットは、前記時間領域及び前記周波数領域で散乱されたパターンをも
ってマッピングされる複数のシンボルで構成されることを特徴とする請求項１に記載の送
信方法。
【請求項８】
　前記第１のパイロットは、前記データとＴＤＭで多重化されることを特徴とする請求項
１に記載の送信方法。
【請求項９】
　前記第１のパイロットは、前記時間領域の予め決定された位置で送信区間ごとに二度送
信されることを特徴とする請求項１に記載の送信方法。
【請求項１０】
　データ通信システムにおいて複数のアンテナを用いてデータを受信するための方法であ
って、
　毎データ送信区間内で送信される第１のパイロットのための、時間領域での第１の位置
及び周波数領域でのデータの位置に対応する前記周波数領域の第１の位置を決定するステ
ップと、
　前記データの前記送信区間内の前記時間領域及び前記周波数領域内の前記決定された第
１の位置で前記データ及び前記第１のパイロットを受信するステップと、
　送信器と受信器間で予め約束された送信区間に送信される第２のパイロットのための、
前記時間領域内の第２の位置及び前記周波数領域内の第２の位置を決定するステップと、
　前記時間領域内の前記決定された第２の位置及び前記送信器と前記受信器間で予め約束
された前記送信区間内の前記周波数領域内の前記決定された第２の位置で前記第２のパイ
ロットを受信するステップと、を含むことを特徴とする受信方法。
【請求項１１】
　前記データは、ユーザーデータまたは制御データであることを特徴とする請求項１０に
記載の受信方法。
【請求項１２】
　前記第１のパイロットは、前記データの復調のために使用されることを特徴とする請求
項１０に記載の受信方法。
【請求項１３】
　前記第２のパイロットは、チャネル品質の測定のために使用されることを特徴とする請
求項１０に記載の受信方法。
【請求項１４】
　前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットが同じ送信区間で送信されるとき、前
記第１のパイロット及び前記第２のパイロットは時間分割多重化（Time Division Multip
lexing：ＴＤＭ）で多重化されることを特徴とする請求項１０に記載の受信方法。
【請求項１５】
　前記第２のパイロットは前記第１のパイロットと、時間分割多重化（ＴＤＭ）、周波数
分割多重化（ＦＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）で多重化されるか、または前記
ＴＤＭ、ＦＤＭ及びＣＤＭのうち少なくとも二つの組み合わせで多重化されることを特徴
とする請求項１０に記載の受信方法。
【請求項１６】
　前記第２のパイロットは、前記時間領域及び前記周波数領域で散乱されたパターンをも
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ってマッピングされる複数のシンボルで構成されることを特徴とする請求項１０に記載の
受信方法。
【請求項１７】
　前記第１のパイロットは、前記データとＴＤＭで多重化されることを特徴とする請求項
１０に記載の受信方法。
【請求項１８】
　前記第１のパイロットは、前記時間領域の予め決定された位置で送信区間ごとに二度送
信されることを特徴とする請求項１０に記載の受信方法。
【請求項１９】
　データ通信システムにおいて複数のアンテナを用いてデータを送信する送信器であって
、
　第１のパイロット及び第２のパイロットを生成するためのパイロット信号生成部と、
　無線ネットワークを通じてデータ、前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットを
送信するための送信部と、
　周波数領域で前記データの位置に対応する前記周波数領域内の第１の位置及び毎データ
送信区間内の時間領域内の第１の位置で前記第１のパイロットを送信するようにし、前記
時間領域内の予め決定された第２の位置及び前記送信器と受信器間で予め約束された送信
区間内の前記周波数領域内の及び予め決定された第２の位置で前記第２のパイロットを送
信するようにする制御部と、を含むことを特徴とする送信器。
【請求項２０】
　前記データは、ユーザーデータまたは制御データであることを特徴とする請求項１９に
記載の送信器。
【請求項２１】
　前記第１のパイロットは、前記データの復調のために使用されることを特徴とする請求
項１９に記載の送信器。
【請求項２２】
　前記第２のパイロットは、チャネル品質の測定のために使用されることを特徴とする請
求項１９に記載の送信器。 
【請求項２３】
　前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットが同じ送信区間で送信されるとき、前
記第１のパイロット及び前記第２のパイロットは時間分割多重化（Time Division Multip
lexing：ＴＤＭ）で多重化されることを特徴とする請求項１９に記載の送信器。
【請求項２４】
　前記第２のパイロットは前記第１のパイロットと、時間分割多重化（ＴＤＭ）、周波数
分割多重化（ＦＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）で多重化されるか、または前記
ＴＤＭ、ＦＤＭ、ＣＤＭのうち少なくとも二つの組み合わせで多重化されることを特徴と
する請求項１９に記載の送信器。
【請求項２５】
　前記第２のパイロットは、前記時間領域及び前記周波数領域で散乱されたパターンをも
ってマッピングされる複数のシンボルで構成されることを特徴とする請求項１９に記載の
送信器。
【請求項２６】
　前記第１のパイロットは、前記データとＴＤＭで多重化されることを特徴とする請求項
１９に記載の送信器。
【請求項２７】
　前記第１のパイロットは、前記時間領域の予め決定された位置で送信区間ごとに二度送
信されることを特徴とする請求項１９に記載の送信器。
【請求項２８】
　データ通信システムにおいて複数のアンテナを用いてデータを受信する受信器であって
、
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　データ、第１のパイロット及び第２のパイロットを受信するための受信部と、
　毎データ送信区間内で送信される第１のパイロットのための、時間領域での第１の位置
及び周波数領域でのデータの位置に対応する前記周波数領域の第１の位置を決定し、前記
データ送信区間内の前記時間領域及び前記周波数領域内の前記決定された第１の位置で前
記データ及び前記第１のパイロットを受信するようにし、送信器と前記受信器間で予め約
束された送信区間に送信される第２のパイロットのための、前記時間領域内の第２の位置
及び前記周波数領域内の第２の位置を決定し、前記時間領域内の前記決定された第２の位
置及び前記送信器と前記受信器間で予め約束された前記送信区間内の前記周波数領域内の
前記決定された第２の位置で前記第２のパイロットを受信するようにする制御部と、を含
むことを特徴とする受信器。
【請求項２９】
　前記データは、ユーザーデータまたは制御データであることを特徴とする請求項２８に
記載の受信器。
【請求項３０】
　前記第１のパイロットは、前記データの復調のために使用されることを特徴とする請求
項２８に記載の受信器。
【請求項３１】
　前記第２のパイロットは、チャネル品質の測定のために使用されることを特徴とする請
求項２８に記載の受信器。
【請求項３２】
　前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットが同じ送信区間で送信されるとき、前
記第１のパイロット及び前記第２のパイロットは時間分割多重化（Time Division Multip
lexing：ＴＤＭ）で多重化されることを特徴とする請求項２８に記載の受信器。
【請求項３３】
　前記第２のパイロットは前記第１のパイロットと、時間分割多重化（ＴＤＭ）、周波数
分割多重化（ＦＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）で多重化されるか、または前記
ＴＤＭ、ＦＤＭ、ＣＤＭのうち少なくとも二つの組み合わせで多重化されることを特徴と
する請求項２８に記載の受信器。
【請求項３４】
　前記第２のパイロットは、前記時間領域及び前記周波数領域で散乱されたパターンをも
ってマッピングされる複数のシンボルで構成されることを特徴とする請求項２８に記載の
受信器。
【請求項３５】
　前記第１のパイロットは、前記データとＴＤＭで多重化されることを特徴とする請求項
２８に記載の受信器。
【請求項３６】
　前記第１のパイロットは、前記時間領域の予め決定された位置で送信区間ごとに二度送
信されることを特徴とする請求項２８に記載の受信器。
【請求項３７】
　データ通信システムにおいて複数のアンテナを用いてデータを送信する方法であって、
　データ及び第１のパイロットを生成するステップと、
　毎データ送信区間内の時間領域内の予め決定された第１の位置で前記第１のパイロット
を送信するステップと、
　第２のパイロットを生成するステップと、
　送信器と受信器間で予め約束された送信区間内で、前記時間領域内の予め決定された第
２の位置及び周波数領域内の予め決定された第２の位置で前記第２のパイロットを送信す
るステップと、を含むことを特徴とする送信方法。
【請求項３８】
　前記データは、ユーザーデータまたは制御データであることを特徴とする請求項３７に
記載の送信方法。
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【請求項３９】
　前記第１のパイロットは、前記データの復調のために使用されることを特徴とする請求
項３７に記載の送信方法。
【請求項４０】
　前記第２のパイロットは、チャネル品質の測定のために使用されることを特徴とする請
求項３７に記載の送信方法。
【請求項４１】
　前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットが同じ送信区間で送信される時、前記
第１のパイロット及び前記第２のパイロットは、時間分割多重化（Time Division Multip
lexing：ＴＤＭ）で多重化されることを特徴とする請求項３７に記載の送信方法。
【請求項４２】
　前記第２のパイロットは、前記第１のパイロットと、時間分割多重化（ＴＤＭ）、周波
数分割多重化（ＦＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）で多重化されるか、または前
記ＴＤＭ、ＦＤＭ、及びＣＤＭのうち少なくとも二つの組み合わせで多重化されることを
特徴とする請求項３７に記載の送信方法。
【請求項４３】
　前記第２のパイロットは、前記時間領域及び前記周波数領域で散乱されたパターンをも
ってマッピングされる複数のシンボルで構成されることを特徴とする請求項３７に記載の
送信方法。
【請求項４４】
　前記第１のパイロットは、前記データとＴＤＭで多重化されることを特徴とする請求項
３７に記載の送信方法。
【請求項４５】
　前記第１のパイロットは、前記時間領域の予め決定された位置で送信区間ごとに二度送
信されることを特徴とする請求項３７に記載の送信方法。
【請求項４６】
　データ通信システムにおいて複数のアンテナを用いてデータを送信する送信器であって
、
　第１のパイロット及び第２のパイロットを生成するためのパイロット信号生成部と、
　無線ネットワークを通じてデータ、前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットを
送信するための送信部と、
　毎データ送信区間内の時間領域内の予め決定された第１の位置で前記第１のパイロット
を送信するようにし、前記時間領域内の予め決定された第２の位置及び前記送信器と受信
器間で予め約束された送信区間内の周波数領域内の予め決定された第２の位置で前記第２
のパイロットを送信するようにする制御部と、を含むことを特徴とする送信器。
【請求項４７】
　前記データは、ユーザーデータまたは制御データであることを特徴とする請求項４６に
記載の送信器。
【請求項４８】
　前記第１のパイロットは、前記データの復調のために使用されることを特徴とする請求
項４６に記載の送信器。
【請求項４９】
　前記第２のパイロットは、チャネル品質の測定のために使用されることを特徴とする請
求項４６に記載の送信器。
【請求項５０】
　前記第１のパイロット及び前記第２のパイロットが同じ送信区間で送信されるとき、前
記第１のパイロット及び前記第２のパイロットは時間分割多重化（Time Division Multip
lexing：ＴＤＭ）で多重化されることを特徴とする請求項４６に記載の送信器。
【請求項５１】
　前記第２のパイロットは、前記第１のパイロットと、時間分割多重化（ＴＤＭ）、周波
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数分割多重化（ＦＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）で多重化されるか、または前
記ＴＤＭ、ＦＤＭ、ＣＤＭのうち少なくとも二つの組み合わせで多重化されることを特徴
とする請求項４６に記載の送信器。
【請求項５２】
　前記第２のパイロットは、前記時間領域及び前記周波数領域で散乱されたパターンをも
ってマッピングされる複数のシンボルで構成されることを特徴とする請求項４６に記載の
送信器。
【請求項５３】
　前記第１のパイロットは、前記データとＴＤＭで多重化されることを特徴とする請求項
４６に記載の送信器。
【請求項５４】
　前記第１のパイロットは、前記時間領域の予め決定された位置で送信区間ごとに二度送
信されることを特徴とする請求項４６に記載の送信器。


	header
	written-amendment

